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治療法 長所 短所 保険適応

骨髄非破壊的同種

末梢血幹細胞移植 

（ミニ移植） 

奏効率の高い報告がある 

副作用が多い 

ドナーが必要 
なし 

効果発現が遅い（5-6 ヶ月） 

国内では治療関連死の報告あり 

癌ペプチドワクチン 
副作用が少ない 

治療方法が比較的簡単 
HLA が適合しないと施行できない なし 

分子標的治療 

癌の増殖を抑える効果があ

る 副作用が多い(高血圧、手足症候

群、甲状腺機能低下症） 
あり 

内服薬である 

奏効率が高い 

手術 すべて摘除しえた場合には

完治の可能性が見込める 

侵襲（からだにかかる負担）が大

きい 
あり 

化学療法 
免疫療法との併用で効果が

上がる場合あり 
単独では、ほとんど効果がない なし 

サイトカインの継続 
癌の増殖を抑制できることが

ある 
副作用が多い あり 

本遺伝子治療 

直接効果（癌の増殖抑制）と

間接効果（癌に対する免疫力

の活性化）の両方が期待でき

る 

CT または超音波装置を用いて、

針で穿刺を行う必要があり、それ

に伴う合併症の可能性がある 

なし 

局所投与のため全身の副作

用は低いと予想される 

 

3. 遺伝子治療について 

(1) 遺伝子治療とは  

遺伝子を一部取り出して加工し、これを患者さんの体内に直接もしくは間接的に投与して治療

効果を得ようとする治療法です。直接的投与とは治療のための遺伝子を注射や点滴あるいは噴

霧を使って患者さんの体内に投与する方法です。間接的投与とは、患者さんの体からリンパ球や

癌細胞などを取り出し、これに治療のための遺伝子を入れて再び患者さんの体内にもどす方法

です。今回私たちがお話する遺伝子治療は直接的投与になります。 

 

① 遺伝子とは 

遺伝子とは私たちの体を作っているタンパク質の設計図です。その本体は DNA（デオキシ
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